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一
月
二
十
一
日
、
遊
子
館
か
ら
「
遊
子
館
歴
史
図

像
シ
リ
ー
ズ
⑤
」
の
『
中
国
歴
史
名
勝
図
典
』
（
瀧

本
弘
之
編
著
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
八
月

に
刊
行
さ
れ
た
『
中
国
歴
史
・
文
学
人
物
図
典
』
・

『
中
国
神
話
・
伝
説
人
物
図
典
』
に
続
い
て
の
出
版

と
な
る
。
こ
れ
で
、
中
国
図
像
関
連
の
書
籍
が
三
種

類
が
揃
っ
た
。

新
し
く
出
版
さ
れ
た
『
中
国
歴
史
名
勝
図
典
』
に

は
、
主
と
し
て
中
国
明
清
時
期(

十
六
―
十
九
世
紀)

に
刊
行
さ
れ
た
、
貴
重
古
籍
か
ら
選
び
出
し
た
二
百

近
く
の
著
名
な
歴
史
的
名
勝
を
収
録
し
て
あ
る
。
鮮

明
な
図
版
は
地
域
別(

現
在
の
省
名
別)

に
分
類
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
簡
明
で
平
易
な
解
説
を
つ
け
て
あ
る(

難

読
語
に
は
ふ
り
が
な
が
あ
る)

。
掲
載
図
版
は
細
か
い

点
ま
で
読
み
取
れ
、
十
六
―
十
九
世
紀
の
古
い
本
な

ど
か
ら
の
採
録
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

実
は
こ
の
『
中
国
歴
史
名
勝
図
典
』
は
、
か
つ
て

二
〇
〇
二
年
に
出
版
さ
れ
た
専
門
家
向
け
の
『
中
国

歴
史
名
勝
大
図
典
』
を
下
敷
き
に
、
新
た
に
図
版
を

ヽ

精
選
、
編
集
と
組
版
を
し
な
お
し
て
、
一
般
読
者
に

使
い
や
す
く
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
く
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

1

江
戸
の
文
化
人
た
ち
が
憧
れ
た
中
華
の
名
勝
を
網
羅

2011年1月25日 遊子館(107-0052 東京都港区赤坂7-2-17赤坂
中央マンション304 電話 03-3408-2286)

室町時代から中国の山水は将軍や大名、禅僧らにとっては、渇仰の的であった。なかでも「瀟 湘八景」や「西湖」など
しょうしょう

は、数多く襖絵などに描かれていたが、実際には雪舟のように渡航して名勝を見たものは極めて少なかったため、描かれ

た景色の殆どは、想像と憧憬をまじえた日本的な「理想図」になっていた。(鷗亭作「西湖図」部分、京都国立博物館蔵)

中国歴史名勝図典 (遊子館刊)

・Ａ５判、456頁。定価 6090円(税込)

・カラー口絵８ページ。

・人名、地名・事項索引完備

・瀧本弘之(編著者) 1947年東京生まれ、

上智大学フランス語学科卒業。著述家、

中国版画研究家、日本民藝館共同研究員。

編著に『蘇州版画』『中国古典文学挿画

集成』『中国歴史・文学人物図典』など。

瀧本
重要
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「
大
図
典
」
は
大
型
の
Ｂ
５
判
の
二
冊
本
で
、
定

価
も
八
万
円
近
く
の
高
級
書
籍
だ
っ
た
が
、
今
回
は

定
価
も
十
三
分
の
一
に
圧
縮
、
図
版
を
選
び
判
型
も

Ａ
５
判
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
一
冊
に
ま
と
め
た
。
だ
が
、

ペ
ー
ジ
数
は
四
五
六
頁
も
あ
る
。
項
目
数
も
充
分
で
、

索
引
は
人
名
索
引
と
地
名
・
事
項
索
引
が
完
備
し
て

い
る
。
一
般
読
書
家
か
ら
専
門
家
ま
で
が
使
い
こ
な

せ
る
中
身
が
濃
い
一
冊
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
も
う

ひ
と
つ
特
色
が
あ
る
。
カ
ラ
ー
口
絵
で
あ
る
。

も
と
の
「
大
図
典
」
に
は
な
か
っ
た
カ
ラ
ー
口
絵

は
八
ペ
ー
ジ
あ
り
、
こ
れ
に
は
、
江
戸
中
期
の
「
浮

絵
」
や
「
浮
世
絵
」
の
勃
興
に
刺
激
を
与
え
た
、
西

洋
風
の
中
国
版
画
の
作
品
も
多
数
収
録
し
て
い
る
。

左
図
は
「
地
上
の
天
国
」
と
謳
わ
れ
た
水
上
都
市
・

蘇
州
の
最
も
繁
華
な
地
域
「
閶
門
」(

日
本
語
に
訳
せ

し
ょ
う
も
ん

ば
、
「
天
国
の
門
」
と
い
う
意
味
で
あ
る)

の
部
分
を

描
い
た
版
画
で
あ
る
。
十
八
世
紀
は
じ
め
の
同
地
で

制
作
さ
れ
た
彩
色
木
版
画
で
、
版
画
だ
が
世
界
に
一

つ
し
か
な
い
珍
品
だ
。

今
日
と
違
い
、
当
時
の
名
勝
に
は
大
都
市
そ
の
も

の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
広
大
な
中
華
帝
国
で
生
ま
れ

2

エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
漂
う
歴
史
的
珍
品
の
名
勝
図
も
収
録

●口絵と表紙に使われた「姑蘇閶門図」。江戸時代に舶載されて、

浮世絵の勃興を促した「蘇州版画」の一例である。こうした大きな

彩色版画で、大胆に遠近法を使った描写には、江戸の浮世絵師たち

は驚嘆したことだろう。版画の上部には賛がつけられていて、水上

の国際商業都市・蘇州の繁栄ぶりを謳歌している。

この作品が制作された雍正12年(1734)当時の蘇州の人口は、一説

に300万とされ、江戸を超えて世界一であった。
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て
、
そ
の
ま
ま
育
っ
た
土
地
を
離

れ
る
こ
と
が
殆
ど
な
い
大
衆
に
と
っ

て
は
、
繁
栄
す
る
都
市
は
そ
れ
だ

け
で
新
鮮
な
驚
き
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
知
識
階
級
に
と
っ
て

は
、
名
山
名
水
へ
の
探
訪
旅
行
が

楽
し
み
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も

豪
奢
極
ま
る
旅
行
を
愉
し
ん
だ
の

が
皇
帝
た
ち
で
あ
る
。

清
帝
国
の
最
盛
期
を
治
め
た
三

人
の
皇
帝
、
康
熙
・
雍
正
・
乾
隆

こ

う

き

よ
う
せ
い

け
ん
り
ゅ
う

の
治
世
は
、
十
七
世
紀
か
ら
十
八

世
紀
に
か
け
て
お
よ
そ
百
三
十
年

に
わ
た
っ
て
続
い
た
が
、
そ
の
う

ち
短
命
だ
っ
た
雍
正
帝
を
除
く
康
熙
帝
・
乾
隆
帝
の

二
人
は
、
特
に
杭
州
の
西
湖
を
愛
し
た
。

こ
う
し
ゅ
う

せ

い

こ

彼
ら
が
西
湖
に
注
い
だ
思
い
入
れ
は
こ
と
の
ほ
か

大
き
く
、
北
京
郊
外
の
圓
明
園
や
承
徳
の
離
宮
に
ミ

え
ん
め
い
え
ん

し
ょ
う
と
く

ニ
チ
ュ
ア
の
西
湖
や
江
南
風
景
を
わ
ざ
わ
ざ
あ
つ
ら

え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

左
図
は
康
熙
時
代
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

「
西
湖
十
景
」
の
版
画
だ
が
、
当
時
宮
廷
に
い
た
西

洋
人
宣
教
師
ら
の
影
響
で
、
遠
近
法
と
銅
版
画
の
描

写
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
一
対
の

半
分
で(

右
側)

、
左
側
に
は
対
に
な
る
も
う
一
枚
が

3

●「姑蘇万年橋図」。蘇州城門の西側にあ

る橋で、乾隆5年(1740)に完成した。当時は

水上交通が商業に不可欠で、大型船が通れ

る石橋の工事は一大プロジェクトだった。

橋の完成は、この版画の出版される一年

前で、城門内の通りでは大道芸人が綱渡り

をしている様子が描かれている。経済の豊

かさが、町の賑わいとなって現れている。

●「西湖十景」。17世紀初めの制作と考えられる。正確な

遠近法を適用して細密に描かれているが、実景とは程遠く、

名所を皇帝の御意に従って「再構成」している「奇想」の

木版画である。一対の左側の図は失われている。
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あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の

版
画
に
は
、
山
水
を
描
い
て
も
中
国
風
の
山

水
で
は
な
く
、
奇
想
の
名
勝
図
に
な
っ
て
い

る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

●
中
華
に
咲
い
た
西
洋
の
「
華
」

た
と
え
ば
、
乾
隆
時
代
の
宮
廷
で
は
、
圓

明
園
の
西
洋
建
築
を
描
い
た
銅
版
画(

上
図)

も
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
圓
明
園
の
設
計
や
造

成
に
は
、
西
洋
人
宣
教
師
ら
が
か
か
わ
っ
た

が
、
こ
の
版
画
に
も
彼
ら
の
手
助
け
が
あ
っ

た
。
も
っ
と
も
、
制
作
自
体
は
全
て
故
宮
で
行
わ
れ
、

銅
版
の
印
刷
も
中
国
で
行
わ
れ
て
い
る
。
本
書
に
は

こ
れ
ら
の
東
西
交
流
の
歴
史
的
な
美
術
作
品
も
「
名

勝
図
」
と
し
て
多
数
収
録
し
て
あ
る
。

圓
明
園
は
清
末
に
英
仏
連
合
軍
の
侵
入
で
破
壊
さ

れ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
威
容
を
誇
る
建
築
や
贅
を
凝

ら
し
た
噴
水
な
ど
の
建
築
群
は
、
も
は
や
存
在
し
な

い
。
人
物
が
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
作
品

か
ら
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
王
宮
が
彷
彿

さ
れ
、
ま
こ
と
に
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
を
そ
そ
る
。

情
報
機
器
の
発
達
し
た
現
代
と
異
な
っ
て
、

か
つ
て
の
図
像
情
報
の
保
存
と
伝
達
は
、
ま

ず
筆
写
に
よ
り
、
更
に
は
書
籍
の
挿
絵
と
し

て
、
画
譜
や
画
冊
と
し
て
遺
さ
れ
た
。

日
本
で
は
江
戸
時
代
に
ほ
ぼ
重
な
る
こ
の

こ
ろ
、
中
国
で
も
名
勝
へ
の
旅
行
が
盛
ん
に

な
り
、
地
誌
の
な
か
に
旅
行
案
内
的
な
記
述

を
加
え
た
り
、
名
勝
案
内
そ
の
も
の
も
多
数

出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
画
譜
な
ど
は
日
本

に
長
崎
な
ど
を
経
由
し
て
舶
載
さ
れ
、
秘
蔵

さ
れ
た
。

●
覆
刻
の
元
に
な
っ
た
版
本
か
ら
採
録

貴
重
な
中
国
製
の
画
譜
な
ど
の
書
籍
は
日
本
で
翻

刻(

覆
刻)

さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
例
え

ふ
っ
こ
く

ば
、
『
八
種
画
譜
』
や
『
芥
子
園
画
伝
』
は
そ
の
代

か
い
し
え
ん

表
で
あ
る
。
原
本
が
貴
重
な
た
め
、
求
め
る
人
々
が

多
数
い
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
覆
刻
し
て
日
本
版
を

つ
く
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
中
華
の
書
籍
や
南
画
・

文
人
画
の
材
料
と
し
て
舶
来
の
画
譜
は
人
気
が
あ
っ

た
の
だ
。

な
か
に
は
余
り
に
絶
妙
な
挿
絵
で
あ
る
た
め
に
、

『
太
平
山
水
図
』
の
よ
う
に
、
日
本
の
職
人
技
で
も

4

様
々
な
地
域
、
多
様
な
資
料
か
ら
博
捜
し
た
名
勝
図
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模
写
・
覆
刻
が
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
よ
う
だ
。

南
画
家
の
谷
文
晁
は
明
末
に
刊
行
さ
れ
た
中
国
歴

代
の
名
画
を
収
録
し
た
『
歴
代
名
公
画
譜
』
に
感
動

し
、
自
身
が
模
写
し
て
後
に
覆
刻
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
明
末
の
『
名
山
勝
概
記
』
は
、
こ
れ
も
南
画

し
ょ
う
が
い

家
の
鈴
木
芙
蓉
に
よ
っ
て
『
唐
土
名
山
図
会
』(

別
名

ふ

よ

う

名
山
勝
概
図)

と
し
て
三
冊
本
で
享
和
元
年(

一
八
〇

一)

に
江
戸
書
林
・
千
鍾
房
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

本
図
典
で
は
、
『
唐
土
名
山
図
会
』
の
も
と
に
な
っ

た
『
名
山
勝
概
記
』
原
本
か
ら
も
多
数
の
図
版
を
収

録
し
て
い
る(

盤
山
、
太
行
山
、
浮
槎
山
、
石
門
山
、

武
夷
山
、
洞
庭
湖
、
盧
山
な
ど)

。

ち
な
み
に
、
『
唐
土
名
山

図
会
』
の
最
後
に
は
谷
文
晁

の
傑
作
と
し
て
名
高
い
『
日

本
名
山
図
会
』
の
広
告
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

●
楊
貴
妃
が
入
浴
し
た
離

宮
「
温
泉
宮
」
も

本
図
典
に
は
、
余
り
知
ら

れ
な
い
陝
西
省
の
名
勝
が
多

せ
ん
せ
い

数
収
録
さ
れ
て
い
る
の
も
興

味
を
引
く
だ
ろ
う
。

こ
の
地
は
秦
の
始
皇
帝
や

漢
の
高
祖(

劉
邦)

を
は
じ
め

と
し
て
唐
の
玄
宗
皇
帝
な
ど
、

多
く
の
歴
史
的
著
名
人
が
輩

出
し
た
地
域
で
、
こ
れ
ら
の

人
々
の
肖
像
は
既
に
『
中
国

歴
史
・
文
学
人
物
図
典
』

（
遊
子
館
、
二
〇
一
〇
年

八
月
）
に
多
数
収
載
さ
れ
て

い
る
。
本
図
典
に
は
、
こ
れ

ら
人
々
が
活
躍
し
た
地
域
の

著
名
な
勝
蹟
も
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

漢
の
未
央
宮
は
漢
の
高
祖
や
惠
帝
ら
が
使
用
し
た

び
お
う
き
ゅ
う

壮
大
な
宮
殿
で
あ
る
。
唐
華
清
宮
は
こ
れ
も
楊
貴
妃

と
玄
宗
皇
帝
で
名
高
い
離
宮
。
長
安
南
東
の
驪
山
に

あ
っ
た
。
温
泉
が
完
備
し
て
お
り
楊
貴
妃
が
湯
浴
み

し
た
こ
と
は
有
名
だ
。

歴
史
好
き
の
読
者
な
ら
、
玄
宗
や
楊
貴
妃
の
肖
像

を
見
な
が
ら
、
華
清
宮
の
図
を
眺
め
、
唐
の
時
代
に

は
る
か
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
白
居
易
の
「
長
恨

歌
」
を
口
ず
さ
む
こ
と
も
あ
ろ
う
。

5

●唐華清宮は、別名「温泉宮」ともいわれた。ここに規模壮大な離宮を築いたはじ

まりは、周の幽王の時代(紀元前8世紀)。のちに秦の始皇帝も驪山湯を開いた。
り ざ ん

●明末の『名山勝概記』を日本で覆刻した『唐土名山図会』。

その宣伝には、谷文晁の『日本名山図会』も載っている。
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6

現在も観光地として名高い桂林。古来、天下に甲たる

名勝地として知られていたが、17世紀にはこのような姿

で視覚化されていた。これは、清朝の宮廷(故宮・武英

殿)で制作された「殿版(官版)」版画の一例である。

伝統的な山水図が、拓本によって保存されてきた一例

である。唐の都・長安の南に位置する太白山は、歴代

詩人の格好のテーマとなった。そのボリュームいっぱいの

山稜と積雪は、拓本で巧みに力強く表現されている。

★名勝古蹟に関連する歴史的な背景や、歴史上著名な人物

などについては、随時簡潔な解説を加え、必要な場合は生

没年や出身地などの情報も付け加えた。

★
名
勝
の
所
在
地
に
つ
い
て
の
情
報
は
も

と
よ
り
、
名
勝
地
と
し
て
の
歴
史
も
、
そ

の
変
遷
が
分
か
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

本
文

組
見
本
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天下に名だたる景勝地の黄山。その姿を明末の画家た

ちは、奇想を交えて大胆に誇張しながら描いた。これは

明清中国の文人たちの心象にのこった、「リアル」な景色

であり、写真などで表現できない世界を表している。

李白の詩「黄鶴楼にて孟浩然の広陵に行くを送る」で知

られる黄鶴楼。これは清末の画家に手になる山水風景で、

雄大な長江がゆったりと流れるさまが、詩意ゆたかに描か

れている。遠くにかすむ帆に、文人の心が託されている。

日本に将来された中国の古籍版本は、文人画家たちによって秘蔵の粉本

として珍重された。鎖国体制下で容易は海外渡航が出来ない時代、彼ら

は憧れの中華の山水風景を、こうした材料をもとに描いていた。

★説明は平易を心がけ、読みにくい漢字にはふりがなを添えた。また、中

国語の標準語音をアルファベットの「ピンイン」で表記している。これに

よって、それぞれの名勝の現代中国語による発音を知ることができる。

本
文

組
見
本


